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0.36mg/ml, AEFOEEFOY MI&> TRAEZZENHYET.
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50mM MU RZT US> (pH74) . 0.15M NaCl, 40%45 ) tn—)L, 0.01%7 o+ KU D
L 0.05%(REL /X E

T4 =T 1 —KEH

WB 1:500-1:1000,IP 1:20-1:50

Calculated MW: 48 kDa; Observed MW: 46,54 kDa

MAPK8

Al849689; c Jun N terminal kinase 1; C-JUN kinase 1; c-Jun N-terminal kinase 1; EC 2.7.11.24;

JAK 1A; JAKTA; JNK 1; JNK 46; JNK; JNK-46; JNKTA2; JNK21B1/2; MAP kinase 8; MAPK 8;

MAPK8; Mitogen activated protein kinase 8; Mitogen-activated protein kinase 8;

MK08 HUMAN; p54 gamma; PRKM 8; PRKMS; Protein kinase JNK1; Protein kinase; mitogen-
activated; 8; SAPK 1; SAPK gamma; SAPK1; Stress activated protein kinase JNK1; Stress-

activated protein kinase 1; Stress-activated protein kinase JNK1; Tyrosine protein kinase

JAKT .
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BEFID 5599

SwissProt ID P45983
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[RefSeq 124k, 2016 54 B]
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、MAPキナーゼファミリーのメンバーです。MAPキナーゼは、複数の生化学的シグナルの統合点として機能し、増殖、分化、転写調節、発達など、様々な細胞プロセスに関与しています。このキナーゼは様々な細胞刺激によって活性化され、特定の転写因子を標的とすることで、細胞刺激に対する前初期遺伝子発現を媒介します。腫瘍壊死因子α（TNF-α）によるこのキナーゼの活性化は、TNF-α誘導性アポトーシスに必要であることが分かっています。このキナーゼは紫外線誘導性アポトーシスにも関与しており、これはシトクロムCを介した細胞死経路と関連していると考えられています。この遺伝子のマウス対応遺伝子を用いた研究では、このキナーゼがT細胞の増殖、アポトーシス、および分化において重要な役割を果たすことが示唆されています。異なるアイソフォームをコードする、複数の選択的スプライシングを受けた転写バリアントが報告されています。[RefSeq提供、2016年4月]
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	JNK 抗体を使用したマウス脳溶解物中の JNK1/2/3 のウエスタンブロット分析。
	

	JNK1/2/3 抗体を使用した、Jurkat、ラット脳、C6、CHO-K1、Hela 溶解物中の JNK1/2/3 のウエスタン ブロット分析。

